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継承 と 創造

令和５年度も本日で終了となります。明日から、１６日間の春休みです。
４月８日には、新たな学年に進級しての始業式を迎えます。今年度の成長・前進をしっ

かりと振り返り、良い準備をして新年度を迎えましょう。

今年度の城陽中学校は、継承と創造を目指す１年だったのではないでしょうか。
社会の変化に応じて、以前の取組に戻ったものもありました。例えば、体育大会の縦割

り活動、合唱コンクールの学年合唱、委員会活動の活性化、全校生徒が参列しての卒業証
書授与式、など。城中に脈々と継承されている文化の数々。
でも、それを実際に目にしたり体験したりした生徒が、全校に誰もいない状態での１年。

つまり、伝え聞いた伝統を継承しながら、新しい時代に合わせて模索を繰り返し、自分達
の文化を創造していく日々でした。
“これが当たり前” “去年の上級生もそうしていた” と言えない状況で何かを創り出すた

めには、たくさん考え、たくさん話し合い、たくさん悩み、協力・挑戦を繰り返してきた
ことでしょう。そんな試行錯誤の日々が、令和６年度に繋がっていくことを願っています。

第６８回卒業証書授与式

－生徒会スローガン－

言葉でつながり合う日本一の中学校
～ みんなで広げる心の輪 ～

3/14(木)に、第68回卒業証書授与式が行われました。卒業生148名が、９年間の義
務教育を終え、城陽中学校を巣立っていきました。
この学年は、コロナ禍の制限が明け、途絶えかけた伝統の継承と、新たな文化の創

造を両立させ、見事に城中をリードしてくれた学年でした。
義務教育を修了し、それぞれが選んだ道へと歩みを進めた卒業生の輝かしい未来に、

希望の光が満ちあふれていくことを願っています。

み・そ・あ・じ ～ 城陽中学校の凡事徹底 ～

み … 身 な り

そ … 掃 除

あ … あいさつ

じ … 時 間

通知票に記載される５段階評価は、あくまで教科学習の到達点をあらわすものです。
通知票の評価がオール５ならば、イコール人生が豊か、なのかといえばそうではありませ

ん。もちろん、進学先の選択肢の多さを左右することはありますが。
公私で身だしなみを使い分けられること。自分が落としたわけではないゴミを拾えること。

廊下ですれ違った人に笑顔で挨拶ができること。チャイムに頼ることなく時間を管理できる
こと。どれも５段階評価にはあらわれませんが、人生を豊かにする大切な力だと思います。
来年度も凡事徹底！！

義務教育の“義務”を背負っているのは

「中学校までは義務教育やから……」
よく耳にするありきたりな言葉だと思います。小学校１年生から始まり、中学校３年生ま

での９年間、学期数にすると２７学期です。

新２年生の４月は、２２学期目。
新３年生の４月は、２５学期目。

合計２７学期に対して、もうこんなにも月日が過ぎました。

では、この２７学期を終えると君達はどんな立場になるのか。
それには、義務教育の“義務”を「誰が背負っているのか」が、大きく関係しています。

君達は義務を誰が背負っているのか、知っていますか？

もしも君達が「自分が義務を背負わされている」と思っているとしたら、それは間違いで
す。“義務”を背負っているのは、国や保護者、教師などです。君達に「教育を受けさせる義
務」を大人が背負っているのです。君達は教育を受ける“権利”を持っているだけです。な
ので義務教育の間、周囲の大人達は君達の心のコップがどんな向きでいようとも、粘り強く
水を注ぎ続けるのです。時として、君達がそれをうっとうしく感じることも、注いだ水が無
駄になるかも知れないことも、承知の上で。やがて、注いであげることのできない日が来る
ことを知っているから。

義務教育の修了とは、周囲の大人達が「君達に教育を受けさせる」義務が無くなることを
意味します。大人が義務を負わなくなるということは…。君達に求められるのは、
「したいことがあるのなら、定められた“やらなければならないこと”をしてね。やる・や
らないは、あなたが決めることだけど」に変わるのです。

誰かに無理矢理させられることは無くなる。
強制されない代わりに、自分の決断によって生まれる結果に責任を持つことが求められる。

シンプルな理屈ですが、この変化はとても大きいことなのです。

「最後は誰か大人がどうにかしてくれる」という甘えを絶ち、自分の足で歩んでいく決意と
覚悟を固めることが、義務教育を修了して中学校を卒業するということです。

別れの準備は、もう始まっています。



☆春休みの生活について☆
１ 規則正しいリズムで生活しよう。
・夜ふかしをしない。食事をきちんととる。
・部活動に積極的に参加する。(自転車登校禁止、登下校の途中に店に寄らない）
・計画的に学習する。（基本を確実にできるよう１年間の復習をしましょう）
・新年度を迎える準備をする。（教科書、プリント類の整理、ノート等の準備）

２ 事故には十分に気をつけよう。
・自転車の二人乗りなど、交通事故につながるようなことはしない。
・危険な場所に行ったりしない。

３ 中学生としての自覚を持って行動しよう。
・自分の行動に責任を持ち、他の人に迷惑をかけない。
・大声で騒いだり、ゴミのポイ捨てをしない。
・公共施設（図書館やコミセンなど）ではマナーを守り、正しく利用する。
・外出する際には、家の人と連絡をとる。
・家族に無断で外泊しない。
・法律に触れる行為(万引き、喫煙、飲酒等)は絶対しない。

４ 不審者に十分気をつけよう。
・人通りの少ないところは、一人では歩かない。
・危険を感じたら、大声を上げたり、近所の人に助けを求める。
（何かあれば学校や警察にも連絡してください。 学校 52-2708 城陽署 53-0110）

４月の主な予定

1日 (月) 離任式10:30（10:15に登校して体育館へ入場）
8日 (月) 始業式 着任式 入学式準備
10日 (水) 第69回入学式
11日 (木) 発育測定 ２・３年給食開始 クラス写真
12日 (金) １年給食開始 新入生オリエンテーション
15日 (月) 新入生歓迎会 １年情報モラル教室
16日 (火) 部活動体験
17日 (水) 検尿 ３年修学旅行保護者説明会
18日 (木) 部活動体験 検尿 耳鼻科検診 ３年全国学力・学習状況調査
19日 (金) 検尿 内科検診 仮入部
20日 (土) 仮入部
21日 (日) 仮入部
22日 (月) 内科検診 仮入部
23日 (火) 家庭訪問 仮入部
24日 (水) 家庭訪問 本入部登録
25日 (木) 一斉部活動部会
27日 (土) 城久春季大会
28日 (日) 城久春季大会（予備日29日）
30日 (火) 家庭訪問 聴力検査

【 平日部活動休養日 】8日(月)・9日(火)・10日(水)・17日(水)・24日(水)


